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韋
駄
天
が
所
属

す
る
近
藤
海
事

（
北
九
州
市
）
の
近

藤
観
司
社
長
は
二

十
一
日
午
前
、
サ

ト
ゥ
ー
ン
の
ホ
テ

ル
で
、
解
放
さ
れ

た
三
人
と
対
面

し
、
全
員
の
無
事

を
直
接
確
認
し

た
。
早
期
解
放
に

つ
い
て
は
、
近
藤

タ
イ
南
部
で
６
日
ぶ
り

　
　 

 

身
代
金
の
有
無
な
ど
は
不
明

船長ら３人無事解放
　【
サ
ト
ゥ
ー
ン（
タ
イ
南
部
）

日
共
同
】マ
レ
ー
シ
ア
・
ペ
ナ
ン
島
沖
の
マ
ラ
ッ
カ

海
峡
で
海
賊
に
連
れ
去
ら
れ
た
日
本
船
籍
の
タ
グ
ボ
ー
ト
韋
駄
天（
い
だ
て
ん
）（
三

二
三
ト
ン
、全
長
四
二
・
五
五
メ
ー
ト
ル
）の
井
上
信
男
船
長（

）＝
東
京
都
八
王
子

市
＝
と
黒
田
俊
司
機
関
長（

）＝
北
九
州
市
戸
畑
区
＝
ら
三
人
が
二
十
日（
日
本
時

間
同
）、事
件
発
生
か
ら
六
日
ぶ
り
に
解
放
さ
れ
、マ
レ
ー
シ
ア
国
境
に
近
い
タ
イ
南

部
サ
ト
ゥ
ー
ン
で
、タ
イ
当
局
に
無
事
保
護
さ
れ
た
。　
　
　 

（
３
面
に
関
連
記
事
）

海
事
が
犯
行
グ
ル
ー
プ
と
水
面

下
で
交
渉
を
し
て
い
た
と
み
ら

れ
る
が
、
身
代
金
の
有
無
な
ど

詳
細
は
不
明
。
犯
行
グ
ル
ー
プ

も
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
事
件

の
真
相
解
明
に
は
時
間
が
か
か

り
そ
う
だ
。

　
サ
ト
ゥ
ー
ン
で
記
者
団
の
前

に
姿
を
現
し
た
井
上
船
長
は

「
元
気
で
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
く
だ
さ
い
」
と
緊
張

し
た
様
子
で
話
し
た
。
黒
田
機

関
長
も
「
元
気
で
帰
っ
て
き
ま

し
た
」
と
語
っ
た
。

　
三
人
は
現
地
の
警
察
の
事
情

聴
取
な
ど
に
応
じ
た
後
、
近
藤

社
長
ら
と
ペ
ナ
ン
島
に
移
動
し

て
記
者
会
見
し
、
井
上
船
長
は

「
拘
束
さ
れ
て
い
た
間
、暴
力
は

受
け
な
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　
サ
ト
ゥ
ー
ン
の
入
管
当
局
者

に
よ
る
と
、
漁
民
が
二
十
日
午

前
十
時
半
ご
ろ
、
ペ
ナ
ン
北
方

百
五
十
キ
ロ
の
サ
ト
ゥ
ー
ン
の

沖
合
で
不
審
な
ボ
ー
ト
を
発

見
、
タ
イ
の
海
上
警
察
に
通
報

し
た
。
同
警
察
が
周
辺
海
域
を

捜
索
、
同
日
午
後
五
時
半
ご
ろ

に
な
っ
て
ボ
ー
ト
に
い
た
三
人

を
発
見
し
保
護
、
サ
ト
ゥ
ー
ン

に
連
れ
て
い
っ
た
。

　
犯
人
グ
ル
ー
プ
は
十
人
以
上

で
、十
四
日
午
後
六
時
半（
日
本

時
間
同
七
時
半
）ご
ろ
、ロ
ケ
ッ

ト
砲
や
銃
な
ど
で
武
装
し
、
奪

っ
た
漁
船
を
使
い
、
韋
駄
天
を

襲
撃
。
井
上
船
長
ら
三
人
を
連

れ
去
っ
た
。
国
際
通
話
可
能
な

携
帯
電
話
も
奪
っ
て
お
り
、
犯

人
グ
ル
ー
プ
が
交
渉
に
使
用
し

た
可
能
性
も
あ
る
。

　
犯
人
像
は
不
明
だ
が
、マ
レ
ー

シ
ア
捜
査
関
係
者
な
ど
の
間
で

は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
チ
ェ
州

の
独
立
派
武
装
組
織
メ
ン
バ
ー

の
関
与
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　【
お
知
ら
せ
】本
日
の
大
相
撲

は
第
５
面
で
す
。

　
福
岡
県
西
方
沖
地
震
で
、

負
傷
者
は
七
百
三
十
五
人

に
上
り
、家
屋
の
被
害
は
約

八
百
棟
に
及
ん
だ
こ
と
が

二
十
一
日
、警
察
庁
な
ど
の

ま
と
め
で
分
か
っ
た
。福
岡

県
は
被
害
が
大
き
か
っ
た

玄
界
島（
福
岡
市
西
区
）で
の
仮

設
住
宅
建
設
の
検
討
を
開
始
。福

岡
市
は
土
砂
崩
れ
の
恐
れ
が
あ

る
地
区
に
避
難
勧
告
を
出
し
た
。

　
　
　 

（
４
面
に
関
連
記
事
）

　
九
州
管
区
警
察
局
に
よ
る
と
、

福
岡
県
で
死
者
一
人
、負
傷
者
が

七
百
二
十
四
人
に
上
っ
た
ほ
か
、

佐
賀
県
で
十
人
、長
崎
県
で
一
人

が
け
が
を
し
た
。

　
家
屋
の
被
害
は
福
岡
、佐
賀
、

長
崎
、
熊
本
の
四
県
で
全
壊
十

八
棟
、半
壊
百
六
十
二
棟
、一
部

損
壊
六
百
十
五
棟
、全
焼
一
棟
。

ほ
と
ん
ど
が
福
岡
に
集
中
し
て

い
た
。

　
気
象
庁
に
よ
る
と
、
体
に
感

じ
る
余
震
は
二
十
一
日
午
後
六

時
ま
で
に
計
百
十
三
回
を
観
測

し
た
。

　
福
岡
県
の
麻
生
渡
知
事
と
福

岡
市
の
山
崎
広
太
郎
市
長
が
二

十
一
日
、玄
界
島
の
被
災
状
況
を

視
察
。麻
生
知
事
は「（
被
害
規
模

は
）激
甚
だ
。避
難
者
の
た
め
仮

設
住
宅
を
用
意
し
た
い
。島
内
に

建
設
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な

い
か
」と
語
っ
た
。

　
ま
た
、福
岡
市
西
区
西
浦
地
区

の
が
け
が
崩
れ
る
恐
れ
が
あ
る

と
し
て
、福
岡
市
は
八
世
帯
二
十

四
人
に
避
難
勧
告
を
出
し
た
。福

岡
市
中
央
区
大
名
の
四
階
建
て

の
雑
居
ビ
ル
が
崩
壊
す
る
恐
れ

の
あ
る
こ
と
も
判
明
。ビ
ル
周
辺

の
住
民
に
も
避
難
を
勧
告
し
た
。

マラッカ
海賊事件

負
傷
者
700
人
、
800
棟
に
被
害

　
　
　
　
余
震
、
土
砂
災
害
の
恐
れ
も

福岡県西方沖地震
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　【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
共
同
】

ア
ナ
ン
事
務
総
長
は
二
十
日
、

二
十
一
世
紀
の
国
連
改
革
の
指

針
と
な
る
「
勧
告
」
を
発
表
、
最

大
の
焦
点
で
あ
る
安
全
保
障
理

事
会
の
拡
大
に
強
い
決
意
を
表

明
し
た
。

　「
加
盟
国
は
今
年
九
月
の
特
別

首
脳
会
合
前
に
決
断
す
る
よ
う

合
意
す
べ
き
だ
」と
提
言
、具
体

　
小
泉
純
一
郎
首
相
は
二
十
一

日
午
前
、防
衛
大
学
校（
神
奈
川

県
横
須
賀
市
）
の
卒
業
式
で
訓

示
し
「
テ
ロ
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル

な
ど
の
新
た
な
脅
威
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
た
。
今
後
の
防
衛

力
は
、
現
実
の
事
態
に
迅
速
に

対
処
す
る
能
力
も
向
上
さ
せ
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」と
述
べ
、

テ
ロ
対
応
の
部
隊
配
置
や
ミ
サ

イ
ル
防
衛（
Ｍ
Ｄ
）整
備
を
進
め

る
考
え
を
表
明
し
た
。

　
同
時
に「
民
主
主
義
国
家
の
国

防
を
担
う
幹
部
に
は
、民
主
主
義

を
守
る
精
神
と
高
い
道
徳
性
が

求
め
ら
れ
る
」と
述
べ
、文
民
統

制
（
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
）の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

「
万
感
の
思
い
」
と
長
島
村
長

　
　
山
古
志
村
で
閉
村
式

　
新
潟
県
中
越
地
震
で
大
き
な

被
害
を
受
け
、
全
村
避
難
し
た

山
古
志
村
は
四
月
一
日
に
長
岡

市
に
編
入
合
併
す
る
の
を
前
に

二
十
一
日
、
同
市
立
青
葉
台
小

学
校
で
閉
村
式「
感
謝
の
集
い
」

を
開
い
た
。

　
式
に
は
、
仮
設
住
宅
で
生
活

す
る
村
民
四
百
人
以
上
が
出

席
。
防
災
服
姿
の
長
島
忠
美
村

長
が
「
村
を
離
れ
て
の
合
併
閉

村
は
万
感
の
思
い
」
と
あ
い
さ

つ
。「
復
興
の
気
持
ち
は
市
の
中

で
受
け
継
が
れ
る
」と
話
す
と
、

目
頭
を
押
さ
え
る
女
性
も
。

　
二
十
一
日

午
前
五
時
五

分
ご
ろ
、
千
葉

市
内
を
走
行
中
の
千

葉
中
央
駅
発
羽
田
空

港
行
き
京
成
バ
ス
の

車
内
で
、
泥
酔
状
態

の
無
職
少
年（

）＝

同
市
花
見
川
区
＝
が

「
羽
田
空
港
へ
行
け
。

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
す
る

ぞ
」と
騒
ぎ
出
し
た
た
め
、バ
ス

運
転
手（

）が
同
社
千
葉
営
業

所
を
通
じ
て
一
一
〇
番
し
た
。

　
バ
ス
は
そ
の
ま
ま
運
行
を
続

け
、
同
市
美
浜
区
の
海
浜
幕
張

駅
バ
ス
停
で
、
千
葉
西
署
員
が

威
力
業
務
妨
害
の
現
行
犯
で
少

年
を
逮
捕
し
た
。
け
が
人
は
な

く
、
子
供
二
人
を
含
む
客
十
五

人
は
別
の
バ
ス
に
乗
り
換
え
て

空
港
に
向
か
っ
た
。

　
少
年
は
調
べ
に
対
し
「
叫
び

た
か
っ
た
。（
カ
ラ
オ
ケ
）
店
か

ら
出
た
ら
た
ま
た
ま
バ
ス
が
来

た
の
で
乗
っ
た
」
と
供
述
し
て

い
る
と
い
う
。

千葉市

安
保
理
拡
大
に
強
い
決
意

　
　 

　
国
連
改
革
で
ア
ナ
ン
総
長
勧
告

新
た
な
脅
威
へ
の
対
応
を
強
化

　
　
　
　
　
　
首
相
、
防
大
卒
業
式
で
訓
示

泥酔19歳バスジャック騒ぎ
カラオケ後「叫びたい」と

　【
北
京

日
共
同
】訪
中
し
て

い
る
ラ
イ
ス
米
国
務
長
官
は
二

十
一
日
、北
京
で
記
者
会
見
し
、

北
朝
鮮
が
核
問
題
を
め
ぐ
る
六

カ
国
協
議
へ
の
復
帰
を
拒
否
し

続
け
る
な
ら
ば
「
別
の
選
択
肢

の
検
討
が
必
要
に
な
る
」
と
言

明
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
へ

の
付
託
な
ど
の
強
硬
策
も
視
野

に
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
認

識
を
示
し
、
北
朝
鮮
に
協
議
復

帰
を
強
く
促
し
た
。

　
北
朝
鮮
が
二
月
に
六
カ
国
協

議
参
加
の「
無
期
限
中
断
」と
核

兵
器
保
有
を
宣
言
。
次
回
協
議

の
め
ど
が
立
た
な
い
現
状
に
米

国
や
日
本
が
い
ら
立
ち
を
強
め

る
中
、
米
国
が
北
朝
鮮
へ
の
圧

力
を
強
め
る
姿
勢
を
鮮
明
に
し

た
こ
と
で
、
次
回
協
議
の
早
期

開
催
を
め
ぐ
る
関
係
国
と
北
朝

鮮
の
駆
け
引
き
が
激
し
く
な
り

そ
う
だ
。

　
長
官
は
ま
た
、
こ
の
日
の
李

肇
星
外
相
と
の
会
談
で
、
人
権

や
民
主
化
問
題
に
つ
い
て
話
し

合
い「
市
場
の
開
放
に
合
わ
せ
、

国
民
の
創
造
性
を
受
け
入
れ
る

開
か
れ
た
政
治
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
検
討
す
べ
き
だ
」と
、中
国

の
政
治
体
制
改
革
の
必
要
性
を

指
摘
し
た
と
表
明
し
た
。

 

協
議
拒
否
な
ら
別
の
選
択
肢

　
　
　  

北
朝
鮮
核
、
安
保
理
も
視
野

ライス米長官

手
り
ゅ
う
弾
解
体

中
、爆
発
１
人
死
亡

　
二
十
一
日
午
後
二
時
五

十
分
ご
ろ
、
北
海
道
美
唄

市
光
珠
内
の
産
業
用
爆
薬

製
造
会
社
「
北
海
道
日
本

油
脂
」の
工
場
で
、自
衛
隊
か
ら

の
依
頼
で
解
体
処
理
中
の
手
り

ゅ
う
弾
が
爆
発
し
た
。

　
二
人
が
病
院
に
運
ば
れ
た

が
、
下
請
け
会
社
の
作
業
員
で

美
唄
市
峰
延
町
峰
樺
、
古
賀
秀

樹
さ
ん
（

）
が
失
血
死
。
社
員

の
同
市
西
四
条
北
、
池
上
孝
さ

ん
（

）
が
軽
傷
を
負
っ
た
。

的
な
期
限
を

明
示
し
て
安

保
理
拡
大
問

題
を
決
着
さ
せ
る
よ
う
初
め
て

求
め
た
。常
任
理
入
り
を
目
指
す

日
本
に
は
追
い
風
と
も
い
え
る

内
容
で
、日
本
は
メ
ン
バ
ー
国
を

増
や
す「
枠
組
み
決
議
案
」の
提

出
、採
択
に
全
力
を
挙
げ
る
。

北海道・美唄
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　【
サ
ト
ゥ
ー
ン（
タ
イ
南

部
）

日
共
同
】「
元
気
で

帰
っ
て
き
ま
し
た
」。無
精

ひ
げ
が
目
立
ち
、
顔
に
は

疲
労
の
色
が
残
る
。
マ
ラ
ッ
カ

海
賊
事
件
で
、
タ
イ
南
部
サ
ト

ゥ
ー
ン
で
二
十
一
日
、
解
放
後

初
め
て
記
者
団
の
前
に
姿
を
現

し
た
井
上
船
長
ら
三
人
は
、
や

や
緊
張
し
た
面
持
ち
で
、
無
事

に
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
喜
び
を
か

み
し
め
る
よ
う
に
語
っ
た
。

　
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
の
前
で
記

者
ら
に
取
り
囲
ま
れ
た
井
上
船

長
と
、黒
田
機
関
長
、フ
ィ
リ
ピ

ン
人
の
エ
ド
ガ
ル
ド
・
サ
ダ
ン

三
等
機
関
士
は
、
そ
ろ
い
の
紺

色
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
。
拘
束
生
活

に
よ
る
疲
れ
は
隠
せ
な
い
が
比

較
的
元
気
そ
う
な
様
子
。

　
井
上
船
長
は
「
元
気
で
や
っ

て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
く

だ
さ
い
」と
話
し
た
。黒
田
機
関

長
は
足
に
軽
い
け
が
を
負
っ
て

い
る
が
、
記
者
団
に
コ
メ
ン
ト

を
求
め
ら
れ
る
と
元
気
だ
と
応

じ
た
。

　
三
人
が
乗
り
組
ん
で
い
た
タ

グ
ボ
ー
ト
「
韋
駄
天
（
い
だ
て

ん
）」が
所
属
す
る
近
藤
海
事
の

近
藤
社
長
は
、
滞
在
し
て
い
た

マ
レ
ー
シ
ア
・
ペ
ナ
ン
島
か
ら

サ
ト
ゥ
ー
ン
に
向
か
う
途
中
、

三
人
が
無
事
解
放
さ
れ
た
感

想
を
記
者
に
聞
か
れ「
タ
イ（
で

の
出
迎
え
）
だ
か
ら

め
で
た

い

と
い
き
た
い
ね
」と
、思
わ

ず
冗
談
も
飛
び
出
し
た
。

３人解放

　「
万
歳
で
す
。本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」。二
十
一

日
、
拉
致
さ
れ
た
井
上
船
長
ら

三
人
が
無
事
解
放
さ
れ
た
。「
韋

駄
天
（
い
だ
て
ん
）
」
が
所
属
す

る
近
藤
海
事
は
、
石
井
秀
夫
専

務
が
記
者
会
見
し
、
ほ
っ
と
し

た
表
情
を
見
せ
た
。

　
北
九
州
市
若
松
区
の
近
藤
海

事
に
第
一
報
が
入
っ
た
の
は
二

十
一
日
午
前
零
時
四
十
五
分
ご

ろ
。
現
地
の
近
藤
社
長
か
ら
だ

っ
た
。
開
口
一
番
「
見
つ
か
っ

た
」。社
内
で
待
機
し
て
い
た
石

井
専
務
ら
社
員
は
万
歳
し
て

「
よ
か
っ
た
」
と
喜
び
あ
っ
た
。

　
拉
致
さ
れ
た
井
上
船
長
か
ら

近
藤
社
長
に
電
話
が
あ
っ
た
の

が
午
前
零
時
半
ご
ろ
。
近
藤
社

長
は
黒
田
機
関
長
の
無
事
も
声

で
確
認
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に

午
前
十
時
半
に
は
、
近
藤
社
長

が
直
接
対
面
し
無
事
を
確
認
。

「
三
人
は
元
気
だ
」
。
朗
報
が
届

い
た
。

　
記
者
会
見
で
は
「
身
代
金
は

払
っ
た
の
か
」
な
ど
と
事
件
の

い
き
さ
つ
に
つ
い
て
質
問
が
相

次
い
だ
。「
安
全
第
一
。
差
し
控

え
た
い
」
と
多
く
を
語
ら
な
い

石
井
専
務
も
、
解
放
の
知
ら
せ

に「
最
善
の
手
を
尽
く
し
た
。接

触
は
全
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
」
と
明
か
し
た
。

「
３
人
は
元
気
だ
」
と
朗
報
社
員
「
万
歳
」

　
「
最
初
か
ら
無
事
を
信
じ
て

い
ま
し
た
」「
み
ん
な
で
喜
び
ま

し
た
」
。
マ
ラ
ッ
カ
海
賊
事
件

で
、
解
放
さ
れ
た
井
上
船
長
と

黒
田
機
関
長
の
家
族
が
二
十
一

日
、
記
者
会
見

し
、
ほ
っ
と
し

た
表
情
を
見
せ

た
。
情
報
の
少
な
い
中
、「
無
事

で
」と
祈
り
続
け
た
六
日
間
。会

見
で
は
目
を
潤
ま
せ
る
場
面
も

あ
っ
た
。

　
東
京
都
八
王
子
市
の
ホ
テ
ル

で
は
、
井
上
船
長
の
妻
和
美
さ

ん（

）と
長
男
大
佑
さ
ん（

）

が
会
見
。「『
大
変
だ
っ
た
ね
。
無

事
に
帰
れ
て
よ
か
っ
た
ね
』
と

声
を
掛
け
た
い
」と
、喜
び
を
か

み
し
め
る
よ
う
に
一
言
ひ
と
言

ゆ
っ
く
り
と
話
し
た
。

　
無
事
の
知
ら
せ
を
受
け
た
時

に
は
体
の
震
え
が
止
ま
ら
な
か

っ
た
と
も
。「
戻
っ
て
き
た
ら
一

緒
に
花
見
に
行
き
た
い
」
と
再

会
に
思
い
を
は
せ
た
。
大
佑
さ

ん
は
「
父
は
『
海
が
好
き
だ
、
好

き
だ
』と
言
っ
て
い
た
。ま
た
船

に
乗
る
と
言
っ
て
も
反
対
し
な

い
」
と
言
葉
に
力
を
込
め
た
。

　
黒
田
機
関
長
の
妻
智
恵
子
さ

ん
と
長
女
祐
布
さ
ん
、
二
女
む

つ
み
さ
ん
は
、
北
九
州
市
の
近

藤
海
事
前
で
「
み
ん
な
で
声
を

上
げ
て
喜
ん
だ
」
と
涙
を
浮
か

べ
た
。

　
や
や
疲
れ
た
様
子
の
智
恵
子

さ
ん
は「
安
心
し
ま
し
た
。絶
対

大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
、
き
ょ
う

を
待
っ
て
ま
し
た
。『
お
帰
り
な

さ
い
。お
疲
れ
さ
ま
で
す
』と
言

い
た
い
」と
夫
を
思
い
や
っ
た
。

「
無
事
信
じ
て
い
た
」

　
　
　
解
放
の
報
に
家
族
ら
ほ
っ
と

　
新
潟
県
佐
渡
市
の

佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン

タ
ー
は
二
十
一
日
、

飼
育
し
て
い
る
国
際

保
護
鳥
ト
キ
が
今
年

初
め
て
の
産
卵
を
し

た
と
発
表
し
た
。
同

セ
ン
タ
ー
で
の
産
卵

時
期
と
し
て
は
、
昨

年
の
三
月
十
九
日
に

次
ぐ
二
番
目
の
早
さ
。

　
産
卵
し
た
の
は
、
繁
殖
に
取

り
組
ん
で
い
る
七
ペ
ア
の
う

ち
、
二
〇
〇
〇
年
に
生
ま
れ
た

新
新
と
〇
二
年
生
ま
れ
の
雌
の

ペ
ア
。

　
新
潟
県
に
よ
る
と
、
二
十
一

日
午
前
九
時
二
十
分
ご
ろ
、
同

セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
モ
ニ
タ
ー

で
産
卵
を
確
認
し
た
。
雄
が
卵

を
温
め
て
お
り
、
雌
と
交
互
に

抱
卵
す
る
と
み
ら
れ
る
。

トキが今年初の産卵
佐渡・保護センター

「
帰
っ
て
き
ま
し
た
」

　
　
　
　
疲
労
と
緊
張
隠
せ
ず
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壁
も
屋
根
も
崩

れ
落
ち
、
が
れ
き

と
化
し
た
古
い
木

造
家
屋
。
倒
れ
た

神
社
の
鳥
居
―
。

福
岡
県
西
方
沖
地

震
で
、
島
民
の
ほ

ぼ
全
員
が
避
難
し

た
福
岡
市
西
区
の

玄
界
島
。
余
震
が

続
く
島
は
、
二
十

一
日
、
約
十
人
の

島
民
が
残
る
だ
け

で
静
ま
り
返
る
。

瓦
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
民
家
の

軒
先
に
、
洗
濯
物
が
寂
し
く
風

に
舞
っ
て
い
た
。

　
玄
界
島
は
小
高
い
丘
の
よ
う

な
形
だ
。
約
七
百
人
の
島
民
が

住
む
家
は
海
風
の
弱
い
島
の
南

部
に
密
集
。
険
し
い
が
け
に
沿

っ
て
家
屋
が
張
り
付
く
よ
う
に

建
つ
。

　「
地
が
割
れ
た
か
と
思
っ
た
」

と
語
る
島
民
。
地
震

発
生
時
に
漁
に
出
て

い
た
伊
藤
昇
さ
ん
（

）
は
「
船

の
ロ
ー
プ
が
プ
ロ
ペ
ラ
に
巻
き

込
ま
れ
た
時
の
よ
う
に
な
っ

て
、船
が
ガ
タ
ガ
タ
と
揺
れ
た
」

と
証
言
す
る
。

　
古
い
木
造
家
屋
は
つ
ぶ
れ
、

集
落
は
歯
が
抜
け
落
ち
た
よ

う
。
家
の
間
を
縫
う
よ
う
に
通

る
細
い
坂
道
に
は
、
足
の
踏
み

場
も
な
い
ほ
ど
砕
け
た
瓦
や
土

壁
の
が
れ
き
が
散
乱
し
て
い

た
。
　
島
で
は
急
斜
面
の
土
砂
崩
れ

も
心
配
さ
れ
る
。
二
十
日
か
ら

二
十
一
日
に
か
け
眠
れ
な
い
ほ

ど
の
激
し
い
余
震
が
絶
え
間
な

く
続
い
た
。
石
垣
や
が
け
が
所

々
で
音
を
立
て
て
崩
れ
、
が
け

の
下
の
家
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
。

「
復
旧
で
き
る
か
」

　
島
に
残
っ
た
酒
井
重
盛
さ
ん

（

）
は
「
復
旧
で
き
る
や
ろ
う

か
。
上
の
方
に
は
建
設
機
械
も

入
ら
な
い
」と
声
を
震
わ
せ
る
。

土
台
自
体
が
脆
弱
（
ぜ
い
じ
ゃ

く
）に
な
っ
て
い
る
状
態
で
、視

察
に
訪
れ
た
麻
生
・
福
岡
県
知

事
も「
不
安
定
な
状
態
だ
。ど
う

や
っ
て
岩
を
運
び
出
す
か
な

ど
、復
興
は
大
変
困
難
」と
話
し

た
。
　
丘
の
頂
上
付
近
に
あ
る
玄
界

小
に
は
、
立
ち
入
り
危
険
の
赤

い
紙
が
張
ら
れ
て
い
た
。
二
〇

〇
四
年
度
に
島
の
小
学
校
に
は

三
十
五
人
、
中
学
校
に
は
十
三

人
が
在
籍
。
玄
界
中
の
野
原
雅

彦
校
長（

）は
、こ
の
日
、学
校

の
様
子
を
見
る
た
め
に
島
に
渡

っ
て
き
た
。

　
「
二
十
四
日
が
終
業
式
だ
け

ど
、と
て
も
難
し
い
。生
徒
や
保

がれきとなった木造家屋
玄界島、激しい余震続く

　【
テ
ン
ピ（
米
ア
リ

ゾ
ナ
州
）

日
共
同
】

各
地
で

日
、
オ
ー

プ
ン
戦
が
行
わ
れ
、
ホ
ワ
イ
ト

ソ
ッ
ク
ス
は
当
地
で
エ
ン
ゼ
ル

ス
と
対
戦
、
井
口
資
仁
内
野
手

は
「
２
番
・
二
塁
」
で
フ
ル
出
場

し
た
。
最
後
の
打
席
で
中
前
適

時
打
し
、４
打
数
１
安
打
１
打
点

だ
っ
た
。  

（
６
面
に
関
連
記
事
）

　
カ
ー
ジ
ナ
ル
ス
の
田
口
壮
外

野
手
は
ブ
レ
ー
ブ
ス
戦
に
「
７

番
・
中
堅
」
で
フ
ル
出
場
、
二
塁

打
を
含
む
３
打
数
２
安
打
だ

っ
た
。
こ
れ
で
４
試
合
連
続
安

打
。
　
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
松
井
秀
喜
外

野
手
は
デ
ビ
ル
レ
イ
ズ
戦
に

「
６
番
・
左
翼
」で
先
発
し
、３
打

数
無
安
打
。
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
中

村
紀
洋
内
野
手
も
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ズ
戦
に
「
６
番
・
一
塁
」
で
フ

ル
出
場
し
た
が
、
無
安
打
だ
っ

た
。

井
口
フ
ル
出
場
、
適
時
打
放
つ

　
　      

田
口
は
４
試
合
連
続
安
打

福
岡
県
西
方
沖
地
震

安
楽
死
阻
止
法
が
成
立

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン

日
共

同
】夫
の
主
張
に
基
づ
き
、

脳
障
害
で
長
年
、
植
物
状

態
に
あ
る
米
フ
ロ
リ
ダ
州
の
女

性
テ
リ
・
シ
ャ
イ
ボ
さ
ん
（

）

か
ら
栄
養
補
給
装
置
が
取
り
外

さ
れ
た
問
題
で
、
米
議
会
は
二

十
日
か
ら
二
十
一
日
未
明
に
か

け
て
、
日
曜
返
上
の
審
議
を
行

い
、
テ
リ
さ
ん
の
安
楽
死
を
阻

止
す
る
た
め
の
法
案
を
可
決
し

た
。
同
法
は
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領

の
署
名
を
経
て
成
立
し
た
。

　
装
置
取
り
外
し
の
是
非
な
ど

を
判
断
す
る
法
的
権
限
を
フ
ロ

リ
ダ
の
連
邦
裁
判
所
に
与
え
る

内
容
。
同
州
の
裁
判
所
の
審
理

を
経
て
装
置
が
取
り
外
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
楽
死
に

否
定
的
な
キ
リ
ス
ト
教
右
派
や

保
守
勢
力
に
配
慮
し
た
与
党
、

共
和
党
主
導
の
今
回
の
動
き

は
、連
邦
制
の
在
り
方
な
ど
を
め

ぐ
っ
て
論
議
を
呼
び
そ
う
だ
。

　
法
成
立
を
受
け
、
連
邦
裁
の

審
理
終
了
ま
で
テ
リ
さ
ん
を
延

命
さ
せ
る
た
め
、
装
置
を
再
装

着
す
る
と
い
う
。

卒
論
は
「
ラ
イ
ブ
の
空
間
」

歌
手
倉
木
麻
衣
さ
ん
が
卒
業

　
人
気
歌
手
の
倉
木
麻
衣
さ
ん

（

）
が
二
十
一
日
午
後
、
立
命

館
大（
京
都
市
北
区
）で
行
わ
れ

た
卒
業
式
に
出
席
、
記
者
会
見

で
「
自
分
か
ら
何
で
も
経
験
し

て
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
た
」
と
四
年
間
の

学
生
生
活
を
振
り
返
っ
た
。

　
倉
木
さ
ん
の
卒
論
は
「
ラ
イ

ブ
の
空
間
」
。「
大
学
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
、
音
に
こ
だ
わ

り
な
が
ら
自
分
ら
し
く
頑
張
り

ま
す
」
と
元
気
に
話
し
た
。

米議会 護
者
も
島
に
戻
れ
な
い
し
。
現

在
は
何
も
決
め
ら
れ
な
い
」
と

肩
を
落
と
し
た
。
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　  10日目取組
（西）　　（東）　北力５２武雄
稀勢００皇司　高盛７３土佐
豊桜××白露　露鵬０２琴喜
安美１１豊島　垣添５２旭鷲
石出００隆若　旭天６１岩木
安馬１１時海　琴欧０１若里
朝赤１２玉春　栃東０３白鵬
春王３０霜鳥　魁皇 ６雅山
普天２０十文　黒海２２千大
玉島９３海鵬　栃洋５ 朝青
琴若７ 出島　　　　　　　

　　９日目勝負
若兎馬　つきおとし　石　出
稀勢里　よりきり　　玉春日
普天王　よりきり　　皇　司
安美錦したてだしなげ隆乃若
時津海　よりきり　　春日王
朝赤龍　おしだし　　豊　桜
高見盛　こてなげ　　豊ノ島
安　馬　したてなげ　霜　鳥
琴ノ若　つきおとし　十文字
露　鵬うわてだしなげ武雄山
海　鵬　したてなげ　旭鷲山
琴光喜　よりきり　　玉乃島
北勝力　おしだし　　若の里
旭天鵬　こてなげ　　垣　添
琴欧州　よりたおし　岩木山
土佐海　おしたおし　白　鵬
魁　皇　うわてなげ　栃乃洋
出　島　ひきおとし　千代大
雅　山　つきだし　　栃　東
朝青龍　ひきおとし　黒　海

　
大
関
魁
皇
が
栃
乃
洋
を
右
上

手
投
げ
で
退
け
て
勝
ち
越
し
、

か
ど
番
を
脱
出
し
た
。
横
綱
朝

青
龍
は
黒
海
を
難
な
く
引
き
落

と
し
て
９
戦
全
勝
。
連
勝
を

に
伸
ば
し
、
単
独
ト
ッ
プ
を
守

っ
た
。

　
千
代
大
海
は
出
島
の
引
き
落

と
し
に
敗
れ
、
栃
東
は
雅
山
の

突
き
出
し
に
完
敗
。
両
大
関
は

元
気
な
く
５
勝
４
敗
と
な
っ

た
。新
関
脇
白
鵬
は
６
敗
目
。小

結
岩
木
山
は
負
け
越
し
が
決
ま

っ
た
。

　
朝
青
龍
を
追
う
１
敗
は
魁
皇

だ
け
で
、
２
敗
に
琴
光
喜
ら
平

幕
４
人
が
続
く
。

魁
皇
、
か
ど
番
脱
出

　
　
　
　

朝
青
龍
は
24
連
勝

春

場

所

９

日

目

[東]

朝青龍
千代大
　　　
雅　山
岩木山
旭天鵬
琴光喜
土佐海
黒　海
出　島
旭鷲山
十文字
霜　鳥
琴ノ若
武雄山
春日王
隆乃若
豊ノ島
春日錦
玉春日
時津海
石　出

1 2 3 4 5 6 7 8 9 [西]

　　　
魁　皇
栃　東
白　鵬
琴欧州
若の里
垣　添
追風海
栃乃洋
北勝力
露　鵬
玉乃島
高見盛
朝赤龍
海　鵬
安　馬
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豊　桜
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皇　司
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1 2 3 4 5 6 7 8 9

横綱☆ ○○○○○ ○○○○

21 日

大阪府立

体育会館

　　　 　　　　　

大関 ○○●○● ○○●● 大関☆ ○○○●○ ○○○○

　 大関　 ●●○○● ○○○●

関脇 ●●●○● ●○●○ 関脇 ●●●○○ ○●●●

小結★ ●●●●● ○●●● 小結 ●●●●○ ●●○○

前 1 ●○○●● ●●●○ 前 1 ●●○●○ ●○○●

〃 2 ○○●○● ○○○○ 〃 2 ○●●○● ●●○●

〃 3 ○○○●○ ●●●○ 〃 3★ ややややや やややや

〃 4 ○○○●○ ○●●● 〃 4 ●○○○○ ●○○●

〃 5 ○●○●● ○●○○ 〃 5 ●●●●○ ●●●○

〃 6 ○○●●● ○●○● 〃 6 ●○○○○ ●○○○

〃 7 ○●●○● ●●○● 〃 7 ○○○○○ ○○●●

〃 8★ ●●○●● ●●●● 〃 8 ○●○○● ○○●○

〃 9 ●○●●○ ○○○○ 〃 9 ○○●□● ●●●○

〃10 ●●●●○ ●○○● 〃10 ○○○○● ●○○○

〃11★ ●●●●● ●●●● 〃11 ○●○○○ ●○●○

〃12 ●○○●○ ●○○● 〃12★ ●●●■や やややや

〃13 ○○●○● ○○●● 〃13 ●○●●○ ○●○○

〃14★ ○●●■や やややや 〃14 ●●○●○ ○○●●

〃15 ○●○●● ○○●● 〃15 ●○○□○ ●●○○

〃16 ○○●○● ●●○○ 〃16 ○●●○○ ●●●●

〃17 ●●○○● ○○●● 〃17 ○○●○● ○●●○

　
失
礼
な
が
ら
、
左

肩
が
万
全
で
な
い
魁

皇
が
９
日
目
に
か
ど

番
を
脱
出
す
る
こ
と

は
予
想
で
き
な
か
っ

た
。「
場
所
前
に
け
い

こ
で
き
な
か
っ
た

し
、
調
子
も
良
か
っ

た
わ
け
じ
ゃ
な
い
か

ら
」
。

　
喜
び
の
表
情
こ

そ
な
か
っ
た
が
、
魁

皇
自
身
も
う
れ
し

い
誤
算
で
あ
る
こ
と
を
認
め

た
。
　
す
ぐ
に
右
上
手
を
取
り
、
強

引
な
上
手
投
げ
を
決
め
た
。

「
（
左
の
）
相
四
つ
だ
か
ら
ま
わ

し
を
取
れ
る
と
思
っ
た
け
ど
、

あ
ん
な
に
簡
単
に
決
ま
る
と

は
」。な
り
ふ
り
構
わ
ず
に
白
星

を
つ
か
み
に
い
く
姿
勢
が
に
じ

み
出
る
勝
ち
方
だ
。

　
い
つ
も
通
り
、
優
勝
争
い
の

話
題
に
は
乗
っ
て
こ
な
か
っ
た

が
、
全
勝
の
朝
青
龍
を
た
だ
１

人
の
１
敗
で
追
う
だ
け
に
期
待

は
膨
ら
む
。

うれしい誤算の早い８勝
魁皇、次は優勝争いだ

近
寄
り
難
い
朝
青

　
朝
青
龍
は
強
か
っ
た
。
黒
海

に
は
先
場
所
、
張
り
手
を
浴
び

る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
日

は
相
手
の
突
き
、
押
し
に
落
ち

着
い
て
対
応
。
す
き
の
な
い
一

番
で
、連
勝
街
道
を
ひ
た
走
る
。

　
万
全
の
内
容
に
反
し
て
、
こ

の
日
も
取
組
後
は
表
情
を
崩
さ

ず
、
近
寄
り
難
い
雰
囲
気
す
ら

漂
わ
せ
た
。

ど
う
し
た
白
鵬

　
白
鵬
は
４
戦
全
勝
と
相
性
の

よ
か
っ
た
土
佐
ノ
海
に
完
敗
。

「
気
持
ち（
の
乗
り
が
）が
駄
目
な

ん
で
す
か
ね
」と
う
つ
む
き
な
が

ら
話
し
、元
気
が
な
か
っ
た
。

　
ま
わ
し
を
取
れ
ず
、
土
佐
ノ

海
の
突
き
、
押
し
を
こ
ら
え
切

れ
な
い
。
一
方
的
に
押
し
倒
さ

れ
、
今
場
所
２
度
目
の
３
連
敗

で
６
敗
目
。
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朝  刊
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【
ポ
ー
ト
セ
ン
ト
ル
ー
シ
ー

（
米
フ
ロ
リ
ダ
州
）

日
共
同
】

米
大
リ
ー
グ
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
の

石
井
一
久
投
手（

）の
メ
ッ
ツ

へ
の
ト
レ
ー
ド
が

日
、
両
球

団
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
メ
ッ
ツ

に
は
松
井
稼
頭
央
内
野
手（

）

が
い
る
。
ド
ジ
ャ
ー
ス
へ
は
ジ

ェ
ー
ソ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
捕

手
（

）
が
移
る
。

　
メ
ッ
ツ
が
、ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ト

ラ
ク
セ
ル
投
手（

）が
椎
間
板

（
つ
い
か
ん
ば
ん
）ヘ
ル
ニ
ア
の

手
術
で
長
期
離
脱
す
る
た
め
、

先
発
投
手
獲
得
に
動
き
始
め
、

正
捕
手
不
在
の
ド
ジ
ャ
ー
ス
と

思
惑
が
一
致
し
た
。

　
石
井
は
、
２
０
０
２
年
に
ヤ

ク
ル
ト
か
ら
ド
ジ
ャ
ー
ス
へ
移

籍
し
、
左
腕
か
ら
の
速
球
と
カ

ー
ブ
を
武
器
に
１
年
目
か
ら

勝

敗
と
活
躍
。
頭
部
に
打
球

を
受
け
た
２
年
目
は
９
勝
７
敗

に
終
わ
っ
た
が
、
３
年
目
の
昨

　
ベ
テ
ラ
ン
桧
山
が
２
ラ

ン
含
む
２
安
打
と
順
調
な

仕
上
が
り
。
正
右
翼
手
が

定
ま
ら
な
い
中
で
、
存
在
感
を

示
す
会
心
の
一
発
だ
っ
た
。

　
一
回
一
死
一
塁
。
金
本
に
代

わ
り
、
４
番
に
座
っ
た
桧
山
が

内
角
高
め
の
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に

鋭
く
反
応
し
た
。「（
パ
ー
ラ
は
）

球
が
速
い
と
聞
い
て
い
た
の

で
、
振
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
し

た
」。臀
部（
で
ん
ぶ
）の
張
り
で

出
遅
れ
た
オ
ー
プ
ン
戦
。
こ
れ

ま
で
ち
ぐ
は
ぐ
だ
っ
た
意
識
と

体
が
、う
ま
く
反
応
し
た
。高
い

右
翼
フ
ェ
ン
ス
を
越
え
る
１
号

２
ラ
ン
に「
打
っ
た
瞬
間
に
行
っ

た
と
思
っ
た
。き
ょ
う
は
体
調
が

阪　神

　◇オープン戦（21日）
阪　神３００００１０００　４
オリク０２００００２００　４
（９回規定により引き分け）

巨　人００００００１００　１
ロッテ２１２０５０００×　

中　日００００２００００　２
ヤクル００２０４３１１×　

広　島０１１００００００　２
横　浜００１０００１００　２
（９回規定により引き分け）

楽　天０２０００００００　２
日ハム０１００４０００×　５

ソフト０００１０００００　１
西　武００００６２４０×　

全
然
違
っ
た
か
ら
」。六
回
に
も

左
中
間
を
破
る
二
塁
打
を
放
っ

た
。
無
安

打
に
終
わ

っ
た
前
日

の
う
っ
ぷ

ん
を
晴
ら

し
た
桧
山

の
顔
に
、

久
し
ぶ
り

に
笑
み
が

戻
っ
た
。

桧
山
、
会
心
の
１
号
２
ラ
ン

　
　     

正
右
翼
手
へ
存
在
感
示
す

石
井 
メ
ッ
ツ
へ
移
籍

　
　
　    

正
捕
手
不
在
で
思
惑
一
致

一
場
の
開
幕
２
軍
決
定

　
楽
天
の
田
尾
安
志
監
督

は

日
の
オ
ー
プ
ン
戦
終

了
後
、注
目
の
ル
ー
キ
ー
、

一
場
靖
弘
投
手
（
明
大
）
に
「
開

　【
ミ
ラ
ノ（
イ

タ
リ
ア
）

日

共
同
】
サ
ッ
カ
ー
の
欧

州
各
リ
ー
グ
は

日
、

当
地
な
ど
で
行
わ
れ
、

イ
タ
リ
ア
１
部
リ
ー
グ

（
セ
リ
エ
Ａ
）で
中
田
英

寿
の
フ
ィ
オ
レ
ン
テ
ィ

ナ
は
イ
ン
テ
ル
・
ミ
ラ

ノ
に
２
―
３
で
敗
れ

た
。
中
田
英
は
１
―
３

の
後
半

分
、
左
セ
ン
タ
リ
ン

グ
で
オ
ウ
ン
ゴ
ー
ル
を
誘
い
、５

試
合
ぶ
り
に
フ
ル
出
場
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
１
部
リ
ー
グ
、
マ

ル
セ
イ
ユ
は
モ
ナ
コ
と
対
戦

し
、
Ｍ
Ｆ
中
田
浩
二
は
フ
ル
出

場
し
た
が
、
チ
ー
ム
は
１
―
２

で
敗
れ
た
。

中田英、中田浩はフル出場

楽　天

ド 

軍

欧
州
組
４
人
が
初
練
習

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
合
宿

　
【
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
ド
イ

ツ
）

日
共
同
】サ
ッ
カ
ー
の
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ（
Ｗ
杯
）ア
ジ
ア

最
終
予
選
の
イ
ラ
ン
戦（

日
・

テ
ヘ
ラ
ン
）
に
備
え
て
合
宿
中

の
日
本
代
表
は

日
午
前
、
当

地
で
練
習
を
行
い
、

日
夜
に

合
宿
入
り
し
た
中
田
英
（
フ
ィ

オ
レ
ン
テ
ィ
ナ
）
ら
欧
州
組
４

人
が
初
め
て
参
加
し
た
。
中
田

浩（
マ
ル
セ
イ
ユ
）も
宿
舎
に
到

着
し
、
こ
れ
で

人
全
員
が
そ

ろ
っ
た
。

　
小
野（
フ
ェ
イ
エ
ノ
ー
ル
ト
）

と
高
原（
ハ
ン
ブ
ル
ガ
ー
Ｓ
Ｖ
）

は
、

日
に
合
流
し
た
稲
本（
カ

ー
デ
ィ
フ
）
と
と
も
に
全
体
練

習
に
加
わ
っ
た
。
中
田
英
と
中

村（
レ
ッ
ジ
ー
ナ
）は
ラ
ン
ニ
ン

グ
な
ど
で
軽
め
の
調
整
。

季
は
チ
ー
ム
最
多
タ
イ
の

勝

（
８
敗
）
を
挙
げ
た
。

　
し
か
し
、
制
球
難
か
ら
勝
利

数
ほ
ど
は
評
価
さ
れ
ず
、
昨
季

の
ポ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
で
は
出
場

登
録
メ
ン
バ
ー
か
ら
漏
れ
た
。

幕
２
軍
落
ち
」
を
通
告
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
先
発
の
一
角
を
期
待
し
て
い

た
田
尾
監
督
は
残
念
そ
う
に

「
一
場
だ
け
優
遇
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
ら
。（
２
軍
で
）
結

果
を
残
し
て
戻
っ
て
き
て
ほ
し

い
と
伝
え
た
」と
説
明
し
た
。一

場
は「
ま
た
や
り
直
し
で
す
」と

話
し
た
。

　
一
場
は
、
オ
ー
プ
ン
戦
４
試

合
で
防
御
率
３
・

。１
軍
入
り

が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
た
が
、
投

球
フ
ォ
ー
ム
が
不
安
定
で
制
球

を
乱
す
場
面
が
多
く
、
前
夜
の

コ
ー
チ
会
議
で
方
針
が
変
わ
っ

た
。


